
2019 年度八王子市保健所運営会議 議事概要 
 
１．日時 令和 2 年（2020 年）2 月 3 日（月） 午後 1 時 30 分～3 時 

 
２．場所 八王子市保健所 別館 1 階 

 
３．参加者名簿 

 氏名 所属・役職 
1 八木下 輝一 市議会議員 
2 西室 真希 市議会議員 
3 久保井 博美 市議会議員 
4 鈴木 勇次 市議会議員 
5 森 喜彦 市議会議員 
6 橋本 政樹 八王子市医師会 理事 
7 菊田 高行 東京都八南歯科医師会 副会長 
8 森田 二三江 八王子薬剤師会 理事  
9 山本 博史 東京都獣医師会八王子支部 支部長 
10 河野 朋子 東京都助産師会八南分会 会長 
11 橘田 花子 特定非営利活動法人わかくさ家族の会 理事 
12 峯尾 誠 東京都八王子食品衛生協会 会長 
13 尾川 朋治 八王子市社会福祉協議会 会長 

 
４．議事 

(1) 健康応援店の取組（食環境整備事業） 
(2) 八王子市における住宅宿泊事業の現状 
(3) 八王子市における性感染症対策の取組 
(4) その他 

 
 
 
 
 
 
 
 



【質疑応答】 
（1）健康応援店の取組（食環境整備事業） 
質問 1 健康応援店の要件に八王子産野菜の使用とありますが、これは産業振興の観点

ではありませんか。どのようにして健康づくりにつながるのですか 
回答１ 食育推進計画第二期に基づき、地産地消が食育の中でも大きな目的になってい

ます。健康応援店という名前ではありますが市として食育を推進していきたいと

いう考えです。 
 
質問 2 利用者が飲食店に入った時に一目で健康応援店だとわかるような工夫をしてい

ますか。 
回答 2 三角柱ポップやポスターなどで掲示しています。 
 
質問 3 市役所内の食堂も健康応援店に登録されていますか。 
回答 3 登録しています。（元本郷町の八王子市役所店キャフェ） 
 
質問 4 健康応援店に登録されているお店の表示や掲示のステッカーが小さく、遠くか

ら気づきにくいので、旗などがあるとわかりやすいのではないですか。 
回答 4 市民周知の方も、これから力を入れていきたいと思います。頂いたご意見を飲

食店にも伝えるようにしていきたいと思います。 
 
質問 5 以前のヘルシーメニュー登録店事業の総括を教えてください。 
回答 5 以前の事業では、カロリーの計算や野菜摂取量など、メニュー開発で飲食店の

負担が大きいことがありました。登録店舗の方とお話をさせて頂いた時に、飲食

店側の負担が大きいと、登録しようとする店舗がないのではないかという意見を

頂きました。そのような生の声を参考にして、現在の取り組みに変更しています。

一番は、登録店舗数が伸び悩んだところが大きいところでした。現状を理解する

ため登録店の全てを訪問しまして、現状を変えるために POP 等も変えて現在の

事業に変更しました。 
 
質問 6 インド料理や、パキスタン料理など外国料理が食べられるお店が増えてきたと

思います。そのようなお店に現在どのような形でアプローチしていますか、また、

今後どのような形でアプローチするか教えて下さい。 
回答 6 外国の方が経営しているお店にもアプローチはしてみましたが、細かいニュア

ンスが伝わりにくく、私たちとしてもアプローチの仕方を考えようということに

なりました。最近は、ファミリーレストランなどのチェーン店からもお声をかけ

て頂くようになりました。地道に声をかけさせて頂きながら、登録店舗の拡大を



図っていきたいと思っています。 
 
質問 7 健康応援店の事業は、八王子だけの取り組みですか。全国的に取り組まれてい

るものですか。 
回答 7 先駆的にやられているのは、足立区です。ベジファーストということで、野菜

を食べよう、糖尿病を減らそうという経緯で取り組みを始めました。他の自治体

を見ますと、野菜だけや、ヘルシーメニューだけというところがほとんどで、色々

な種類の取り組みを出来るところから始めましょうというところはあまり多くな

い状況です。 
 
質問 8 今後の事業拡大のためにしていることはありますか。職員が訪問しているのか、

飲食店協会を通じて周知しているのか等、方法を教えて下さい。 
回答 8 ホームページへも掲載もしていますが、それだけでなく、そばの組合やお寿司

の組合など飲食店組合の方を通じで説明をさせて頂いて、まずは組合の中で広め

ていってもらうよう取り組んでいます。さらに登録して頂いたお店から組合等を

越えて横の広がりを狙っています。イーアス高尾等のショッピングモールですと、

事務局にお話をすると中にある飲食店の店長さんにお話がいくので、大きい所に

もターゲットを絞って広げていきます。それは職員が全て訪問して行っています。

なかなか全店舗訪問するのは大変だろうと思いますが、一店舗一店舗顔を見なが

ら話をしています。 
 
(2) 八王子市における住宅宿泊事業の現状 
質問 9 住宅宿泊事業の経営者は、日本人が多いのですか。 
回答 9 日本人が多いですが、中国人の方も何名かいます。 
 
質問 10 住宅宿泊事業は、中心市街地が多いのですか。 
回答 10 地域性は特にございません。空いている部屋を活用して経営されている方もい

るため、市全域から申請されています。 
 
質問 11 苦情に対して個別指導をした結果、改善はされていますか。 
回答 11 
 

その都度電話等で苦情の改善指導をしています。また、年末に担当職員で、全

民泊施設を訪問しました。その中で、表示義務のある民泊経営の標識を掲示して

いない所もありましたので、これから随時指導していきたいと思います。 
 
質問 12 標識の掲示がされていない施設や、実績報告をされていない等違反をしている

施設に対して罰則はありますか。 



回答 12 法律で罰則が定められていまして、標識の掲示がされていないところや、報告

がされていないと、30 万円以下の罰金となっています。指導・勧告・命令と段階

を踏んでそれでも改善しない施設には、罰則制度が適用されます。すぐに罰則の

適用はないです。 
 
質問 13 廃止件数が 8 件ありますが、その理由は何ですか。 
回答 13 採算が合わないことが多くの理由です。たいてい 1 泊 2 日や、2 泊 3 日などで、

宿泊して、お客さんごとに布団を干したりシーツを変えたりと清掃の手間がかか

ります。これを賃貸で貸していればその手間がないので、手間がかかる割には採

算が合わず辞めてしまう方がいます。全ての方に聞いたわけではないですが、ほ

とんどの方がこのような理由で辞めています。 
 
質問 14 苦情の内容で、感染症やインフルエンザ等はありますか。 
回答 14 今現在、そのような苦情はないです。 
 
質問 15 外国の方には、感染症対策の説明をどのようにしていますか。 
回答 15 事業者へ医療機関、感染予防の注意喚起の通知などで周知をしています。 
 
質問 16 今後の取り組みに、申請時提出書類の簡素化の検討とあります。申請書の提出

は、事故や住民トラブルが無いように行う事になっていると思いますが、提出書

類を簡素化する事で、多くの住民に宿泊事業を経営して欲しいという事や、事業

主の軽減を図る目的があると思います。八王子市としては、宿泊事業の件数を拡

大していきたいということなのでしょうか。提出書類を簡素化した結果、本来の

目的である適正な運営確保が出来ない可能性や色々な問題があると思いますし、

あまり役に立たない書類を提出させるのは無駄になってしまうと思います。基本

的な考え方について教えて下さい。 
回答 16 適正な運営のために必要となる書類を提出して頂いています。今後運営してい

く中で、必要に応じて整理していこうと考えています。国の考えが社会の情勢や

民泊も進んでいくなかで積極的に導入しようということになっていますので、八

王子市も、国の方針に則っていきたいと考えております。条例を定める自治体で

は、土曜日、日曜日しか民泊は認めない、時期や地域を制限している等が主です。

八王子市についてはそのような規制は設けていません。国は事業者向けの規制は

していますが、市民の方の生活を守る規制はなかったので、八王子市では市民生

活を守る条例を作りました。 
 
質問 17 普通の民家で宿泊が出来る事業ということでしょうか。 



回答 17 民泊の場合は、個人の住居や、募集中の賃貸物件等で行っています。 
 
質問 18 八王子で稼働率についてですが、八王子に泊まっている延べ人数を教えて下さ

い。 
回答 18 平成 30年度の数字で、民泊の営業可能日数が 3,895 日、宿泊日数の合計が 1,069

日で、稼働率は 27.4%です。営業可能日数は、あくまでも１つの施設に対して 180
日となっています。宿泊者数は、平成 30 年 6 月から平成 31 年 3 月の集計で、1,235
人です。日本人が 631 人(51%)、外国人が 604 人(49%)でした。２ヵ月に１度、実

績報告を国にあげています。 
 
(3) 八王子市における性感染症対策の取組 
質問 19 抗体検査者数は資料にありますが、検査で陽性の方が出た場合はどのように啓

蒙をしていますか。件数の増減についてどのように周知していますか。 
回答 19 発生数につきましては、数が少ないことから八王子市保健所での陽性者数の公

表はしていません。東京都全体で、エイズや HIV の感染者数の件数を公表してい

ます。都内で HIV 患者数は約 350 名、エイズ患者数は約 70 名となっています。

HIVの感染者の届け出は無記名となっていますので住所地などはわからないプラ

イバシーに配慮した形になっています。そのため地域特性としてターゲット層に

あわせて対策をしていくことが非常に難しいです。東京都全体が解析や分析をし

て進めていく中で、市に公表していく事になっています。 
 
質問 20 今後の取り組みとして、若い世代への普及啓発活動はどのような事を行います

か。大学・高校・中学校ではどのような性教育をされていくのでしょうか。 
回答 20 現在大学では、女性の健康を考える授業の一環として健康教育は行っておりま

すが、中学校・高校では実績としてはないのが現状です。 
 
質問 21 性の情報が多く飛び交っている中で、年齢が低くなっていると思います。全国

の教育課程に入れる事は考えていますか。 
回答 21 学校教育には、指導要領などがありますので、普及啓発を広げて考えていくの

は難しい部分もあります。ご依頼があれば、お引き受けしたいですし、ぜひ広げ

ていくべき対象者であると認識しております。 
 
質問 22 若い世代同士でディスカッションをされているエイズ・ピア・エデュケーショ

ンは、具体的にどのような活動ですか。 
回答 22 ピアが仲間という意味で、エイズ・ピアとなる学生さんの育成をまず保健所で

行っています。正しい知識をピアとなる学生に十分に指導いたしまして、その内



容を持ち帰り友達などに広めて頂くような活動になります。スーツを着た保健所

の職員が「検査を受けましょう。」と伝えても、なかなか共感を得られないですが、

積極的にピアを引き受けてくれる学生さんにしっかりとお伝えして、広めていき

たいと考えています。 
 
意見 23 今後の事業展開に若い世代への普及啓発の場を拡大するとあり、いろいろな指

導要領もあると思います。助産師さんが行う命の授業というものがあって以前勉

強会の内容で「正しく恐れる」というお話に強く共感しました。恐れさせるので

はなく、正しい知識を持ち自分の身を守ることを、スーツを着た職員が話すより、

例えば助産師さんから教えてもらえる方が良いと思います。このように、早いタ

イミングで色々な知識を得られる機会を増やした方が良いと思います。性に関す

る年齢が低くなってきていて、小学生からも相談も受けるので、すごく変わって

きていると思います。指導要領や教育課程もすごく大事だと思いますが、違う角

度から命を授かるには、身体が大切で年齢に応じての発達があり、間違った行為

に及ぶと危険な事もあるということを周知してほしいです。 
回答 23 貴重なご意見ありがとうございます。今後の事業展開の中で検討していきたい

と思います。 
 
意見 24 八南助産師会の取組の活動を紹介させてもらいます。東京都助産師会で、エデ

ュケータ―を養成しています。高校・中学校・小学校・幼稚園・保育園の要請を

受けて教育をしています。八南分会では、八王子市の委託事業として赤ちゃん触

れ合い授業をやっています。38 校中 33 校訪問させて頂いています。そこでは、

命の大切さや、自尊心を育てるという話をしていて、性感染症の話まで至ってい

ないです。まず、自分を大切にすること、相手を大切にすることが大事であり、

赤ちゃんと触れ合ったり、講義を聞いたり、ジャケットを付けて大変さを学んで

もらうことをしていますが、それだけでは足りないと思っています。小さい頃か

ら正しい知識を付ける事が大切だと思います。保護者の方は、自分のお子さんに

伝えるのは少し恥ずかしいと思う方もいますが、正しい知識を家族や身近な方や

先生方がわかりやすく説明する事でエイズや性感染症予防に繋がっていければと

思います。予防も学校教育になると思うので、保健所や学校と連携を取らせて頂

ければと思います。助産師会では八王子市で 3 校の高校に行かせてもらっていて、

そちらの活動もやっていきたいと思いますので連携が取れればと思っています。 
 
意見 25 性感染症について現場で体感している事をお話します。エイズに関しては、先

進国で減っている中で、日本ではなかなか減っていません。危機感を持っている

事は、梅毒です。神経梅毒は昔の病気ではなく、最近でも出ています。小児科の



医師をやっていますが、私が経験するのは、先天梅毒です。お母さんが梅毒だと

赤ちゃんに梅毒が移ってしまい、その子の一生を台無しにしてしまう事が今現在

も起こっています。医療側としては、非常に危機感を持っております。 
回答 25 先天梅毒については、八王子市内でずっと発生はないですが、東京都内で毎年

5 件未満程度発生しています。梅毒の届け出自体も、届け出る項目が少なくどの

ような方が梅毒になられているか十分にわからなかったのですが、昨年から発生

届けの様式が変わり、妊娠しているか、性風俗の経験があるか等の様々な細かい

事を確認するような書式になっています。東京都でどのような層の方にどのよう

なリスクがあるか分析がなされているので、情報収集をしながら、市内での対策

を進めていきたいと思います。 
 
意見 26  歯科医で、口腔粘膜を触るので感染に関してはかなり気を遣っています。性感

染症の方は、問診の時に自分から言いにくいと思います。B 型肝炎や C 型肝炎は、

問診の時にご自身でおっしゃる方はいます。エイズや梅毒に関しては、言いにく

い面がありますので、もし分かっている場合には私どもに伝えてほしいです。予

約を午前中の最後にとるなどしますが私たちも感染症の方が来ると大変です。ま

た、感染症に罹っている方や陽性反応が出た方には、医療機関に申し出るように

伝えてほしいです。東京都歯科医師会のホームページにも、エイズ治療の協力医

療機関も載っておりますので参考にしてほしいです。八王子にも何院かあります

が、なかなか体制が整っておりません。感染症の方への啓蒙をよろしくお願いし

ます。 
 
(4) その他 
質問 27 ホテルや公共施設の入り口に置いてあるアルコールは、手を洗わずに使うと意

味がないですか。 
回答 27 有機物が手に付いた状態ですと、汚れの塊の中にいるウイルスや菌は、消毒出

来ませんので流水での手洗いが基本となります。流水がない場所で手洗いをする

場合もあると思いますので、使い方によっては有効です。不特定多数の方が多く

触れるポンプですので、殺菌されていないと逆効果になってしまいます。たっぷ

りと手に取って隅々まで消毒して下さい。 
 
質問 28 咳エチケット、マスクの正しいつけ方、手指消毒の仕方は、市役所や保健所内

のトイレ等に掲示していますか。 
回答 28 手洗いの仕方につきましては、貼ってありますが今後啓発する場を増やしてい

きたいと考えています。 
 



質問 29 手を拭くものは、ペーパータオルが一番衛生的だと思いますが、市役所のトイ

レに設置されていないと思います。持参したハンカチですと、使っていくうちに

濡れてしまい不衛生だと思いますがどのように考えていますか。 
回答 29 ペーパータオルが最も清潔である事は間違いないのですが、大勢の方がお見え

になって使うと、ごみの量も多くなるので現在市役所ではペーパータオルの設置

はしておりません。一番大切なのは、他人と共用しないことです。例えば、ご自

身のハンカチを何枚か準備して、午前と午後で使い分けると、現実的で清潔な使

い方だと思います。 
 
質問 30 最近、マスクやアルコールが売り切れていると思います。マスクやアルコール

が無い時はどのようにすれば良いですか。 
回答 30  マスクをすると感染症を予防出来るのではなくて、咳をしている方が自身の感

染した飛沫をよそに飛ばさないためのものです。マスクがない時にどうしても咳

が出てしまう場合は、手ではなくて空中に向かって咳やくしゃみをしないように

ハンカチやティッシュ等で覆うようにして下さい。マスクをすると感染しないと

思われている方もいて、マスクを付けたいというお問い合わせも多くありますが、

基本的には自分の咳が出てしまう時に付けるようにして下さい。また、アルコー

ルに関しても、基本は流水での手洗いです。どんな所にも手洗いはありますので、

しっかりと手を洗っていただくことが大切です。そのような事も含めて広く周知

していきたいと思います。 
 
質問 31 駅によって差があるのが現状ですが、駅のトイレに石鹸が無いところが多いの

で液体石鹸を付けるように周知や啓発は出来ないですか。 
回答 31  それぞれの事業者からの発信になると思います。出来る事があるか検討してみ

ます。 
 
質問 32  災害時に、人工呼吸器や在宅酸素を使う方がいます。酸素の発生は電源から来

ますので、停電で使えない時はどうすれば良いでしょうか。緊急時の連絡先（時

間外など）で保健所が繋がらないと、いざという時に役に立たないと思います。

以前そのようなことが起きた時には、診療所の物を使用したのでその方は大丈夫

でしたが、大元で繋がっているか繋がっていないかでは精神的な安心感も違うと

思います。留守番電話になると、なんとなく見捨てられた気になるので、個別計

画などで検討してほしいです。災害時に留守番電話にする事は良くないのではな

いですか。 
回答 32  保健所も人員的に、夜間対応が出来る状況ではないです。土日、夜間、緊急時

に動ける体制が整っていません。台風など前もってわかっている時には、人工呼



吸器を使用している全員の方に電話をして確認を行っています。地震など突然起

こるものについては、保健所の体制をどうするか今後考えていかなければいけな

いと考えております。 
 
 


